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研究成果の概要（和文）：開発者の視点から日本の発達検査史をまとめることと、歴史的な発達検査等の資料を
用いた発達検査デジタルアーカイブを準備することを目的に研究を行った。研究では、発達検査開発者への面接
調査によるオーラルヒストリーの収集と分析、学術誌「小児保健研究」を対象とした発達検査の出現件数の調
査、発達検査資料の収集と分析を行った。開発者オーラルヒストリーからは、心理検査が複数の学問領域で発展
したこと、検査開発作業の継承は検査により主導が異なることが示された。学術誌に出現した検査の分析では、
社会制度が検査の普及に影響したと考察された。なお、発達検査デジタルアーカイブは、倫理的な課題により公
開準備中である。 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study were to describe a history of developmental 
diagnosis in Japan from a developer's point of view and to prepare a digital archive of historical 
developmental diagnosis. Oral histories with developers of developmental diagnosis and intelligence 
scale for infant and children have been conducted. A survey of the number of developmental diagnosis
 appearing in the academic journal, Child Health Research, have been conducted. The historical 
developmental scales and test materials have been collected and analysed. Oral histories indicated 
that psychological testing developed across multiple disciplines and that the succession of test 
development was led differently across tests. Analysis of the scales appearing in journals 
considered that laws enhanced the grouwth of developmental scales in Japan. The digital archive is 
being prepared. 

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本では，３万人以上の心理士が心理的援助を提供している。だが，日本における臨床心理学の発展の経緯はあ
まり知られていない。本研究は、発達検査の歴史をまとめることで、心理的援助の意義を示しそうとしたもので
ある。
発達検査の歴史は、検査開発者へのインタビューを通してまとめることが必要と考え、オーラルヒストリーを収
集した。発達検査は学際的な分野で発展したことから、「小児保健研究」における発達検査の出現頻度の調査し
た。
以上の研究を通して、心理的援助で用いられる発達検査の歴史について検査開発者の視点から整理を行い、歴史

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究を開始した平成 26 年，日本では 2 万 8 千人以上の臨床心理士が心理的援助を提供してい

た。だが，ベテランの臨床心理士でさえも，日本における臨床心理学の発展の経緯を知らないこ
とが多い状況であった。その原因として，日本の臨床心理学史を全体的に見渡した研究報告が少
なく，未整理な史実が多いことが考えられた。 
日本における知能検査史は，佐藤（1997）に簡略な紹介があり，中村・大川（2003），鈴木

（2003），鈴木・岡村・木下（2009）にビネー・シモン式知能検査日本改訂版の詳細な報告が
ある。しかし，より低年齢の子どもを主な対象とした発達検査の歴史については，生澤(1988)，
木戸・山口(2003)による報告以外はみられない。さらに，発達検査が，心理学だけにとどまらな
い複数の近接領域の研究に基づいて発展したことを考慮すると，近接領域における発展を含め
た発達検査史をまとめ，日本の発達検査の特色と臨床心理学的援助の独自性を見出すことが必
要と考えられた。 
研究法という観点からみると，心理学史では文献研究が中心であった。鈴木（2014）は，知能

検査史の研究方法が文献研究に偏っていたことを問題点として挙げ，オーラルヒストリーによ
る新たな知能検査史の必要を提案した。知能検査同様，発達検査も臨床実践の中で発展した経緯
を持つことを考慮すると，検査開発者によるオーラルヒストリーを収集・分析し，臨床実践に即
した発達検査史をまとめる必要があると考えられた。 
加えて，歴史的な心理検査用具や手引きは劣化が激しく入手困難なことが多い。心理学史研究

の発展と歴史的な心理検査の保存のために，デジタルアーカイブを準備することが急務との考
えに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，以下の 2 点であった。 

(1) 開発者の視点による日本の発達検査史をまとめること。検査開発者のオーラルヒストリーを
その資料とする。 
(2) 今後入手が困難となるような歴史的な発達検査用具等を画像データ化し，発達検査デジタル
アーカイブを準備すること。 
 
３．研究の方法 
研究は以下の 3 点の方法により行った。 

(1) 発達検査開発者への面接調査によるオーラルヒストリーの収集と分析 
発達検査開発者に面接調査を行い，オーラルヒストリーを収集した。録音した音声は，面接協

力者の了承を得てテキストに書き起こし，デジタルアーカイブの資料として用いる準備を行っ
た。 
(2) 発達検査の学術誌への出現頻度の調査 
学術誌（「小児保健研究」）を対象に，発達検査の出現頻度調査を行った。 

(3) 発達検査の用具・手引き等の資料収集と特徴分析 
発達検査資料を収集し，特徴を分析した。デジタルアーカイブの資料として用いる準備を行い，

保存した。 
 
４．研究成果 
(1) 発達検査開発者への面接調査によるオーラルヒストリーの収集と分析 
発達検査開発者に半構造化面接にて面接調査を行い，オーラルヒストリーを収集した。研究協

力者（敬称は略す）は，K式発達検査・新版 K式発達検査を開発した中瀨惇，日本版 K-ABC・日
本版 KABC-Ⅱを開発した石隈利紀，日本版 KABC-Ⅱを開発した服部環，VinelandⅡ適応行動尺度，
ADOS－2 日本語版を開発した黒田美保，日本版 SP 感覚プロファイルを開発した萩原拓，乳幼児
精神発達診断法を開発した津守真と共に愛育学園で子どもの療育を行った愛育学園校長の西原
彰宏の６名であった。 
面接調査協力者からは，①研究協力者の経歴,②研究協力者が従事した発達検査,③研究協力

者が持つ「発達観」を質問項目とした半構造化面接を行った。②の発達検査では,A）発達検査と
の出会い,B）発達検査に関係する仕事内容,C）その仕事を行った動機を中心に語ってもらった。
インタビューは個別に行った。所要時間は 2時間から 10 時間であった。 
収集したオーラルヒストリーの一部は論文として発表した（鈴木・安齋，2020）。また，2016

年に International Congress of Psychology にて“Development of Intelligence tests in 
Japan”，2017 年に European Society for the History of the Human Sciences にて“Succession 
of Intelligence tests in Japan”と題して，オーラルヒストリーの要約から以下の考察を行
った。 
学問領域別の心理検査史 
知能・発達検査は，心理学および教育学の領域で発展した検査と，精神医学領域で発展したも

のとに大別される。心理学および教育学領域で発展した検査としては，1918 年の久保良英によ



るビネー式知能検査の改訂としての「小学児童の智能査定の研究」，1930 年の鈴木治太郎による
スタンフォードビネーの改訂としての『実際的個別的智能測定法』（通称鈴木ビネー），1947 年
の田中寛一によるスタンフォードビネーの改訂としての『田中・ビネー式智能検査法』があげら
れる。ウェクスラー式知能検査では，留学時に WISC を知った品川不二郎らが 1953 年に出版した
『WISC 知能診断検査法』，1958 年に出版した『WAIS 成人知能診断検査法』がある。2006 年に WAIS
Ⅲの改訂に携わった山中克夫は下位検査に新たな手続きを提案し，原版でも採用されたと語っ
ている。 
精神医学領域で発展した検査としては，1915 年の三田谷啓によるビネー式知能検査の改訂と

しての『学齢児童知能検査法』，1908 年の三宅鉱一によるビネー式知能検査の翻訳である『智力
検査法』，1926 年の三宅鉱一によるアーミーアルファテストの改訂である「臨床的知能検査法」
がある。1939 年には，アーミーベータテストを東京大学医学部附属脳研究室が改訂した「脳研
式知能検査」が発表された。1970 年に長谷川和夫が開発した「長谷川式知能検査」（HDS）は認知
症のスクリーニングを目的としていた。 
心理学および教育学の領域で発展した検査は，日本の子どもに親しみやすい用具を備え，日本

の文化に合わせた改訂が行われた。これらの検査は心理査定で用いられたのに対して，精神医学
の領域で発展した検査は知的障害や認知症などのスクリーニングという目的で開発されたこと
が検査開発者オーラルヒストリーから明らかになった。 
検査開発作業の継承 
知能・発達検査の開発作業は，(1)出版社主導型，(2)研究所・学会主導型，(3)研究室継承型，

(4)保護型の４つの継承のかたちがあると考えられた。 
(1)出版社主導型は，品川不二郎のオーラルヒストリーで語られた。品川は，1953 年に WISC，

1958 年に WAIS を出版した。1990 年に WAIS-R を出版した際は，心理検査出版社の紹介で参加し
た心理学者との協働となり，2006 年の山中克夫他による WAISⅢの改訂版出版へ続いている。こ
こでは，心理検査出版社が主導して改訂作業を行っていることが分かる。 
(2)研究所・学会主導型は，田中ビネーⅤの改訂を行った大川一郎・中村淳子，K 式発達検査

の改訂を行った中瀬惇，K-ABC，KABC-Ⅱを改訂した石隈利紀・服部環のオーラルヒストリーで語
られた。大川・中村は，田中教育研究所では心理検査開発のための人材を育成していると語った。
石隈は，心理学者と教員による学会を設立し，心理検査の開発を主導していると述べた。中瀬は，
法律制定によって社会的要請が高まったため K 式発達検査を出版し，京都国際社会福祉センタ
ーが改訂作業を継続していると述べた。ここでは，研究所や学会などの組織が改訂作業を継承し
ていることが分かる。 
(3)研究室継承型は，HDS，HDS-R を開発した長谷川和夫が語った。HDS，HDS-R は聖マリアンナ

医科大学神経精神医学教室で改訂作業が継承されている。研究室の仕事の一つとして作業が継
承されていることが分かる。 
(4)保護型は，鈴木ビネーの改訂版を出版した古市龍雄によって語られた。鈴木ビネーは，鈴

木治太郎の死後は改訂が行われていなかったが，鈴木ビネーを長年愛用する検査者も存在した。
そのため，研究者や利用者の強い希望によって古市出版社が設立され改訂が行われた。ここでは，
長年使用された検査を保護するために改訂作業が行われたことが分かる。 
(2) 発達検査の学術誌への出現頻度の調査 
雑誌「小児保健研究」，1954 年発行 13巻～2016 年発行 75 巻の全 378 冊を対象として，発達検

査の出現頻度を調査した。年代ごと，検査別に出現した発達検査を検討し，2019 年 ESHHS にて
‘Growth of Developmental Tests after the Second World War in Japan’と題して以下の発
表を行った。「小児保健研究」における発達検査の出現件数を Figure 1 に，「小児保健研究」誌
における出現回数が 10回以上の発達検査を Table 1 に示す。また，発達検査の普及と関係する
法律と制度の年表を Table2 に示す。 
 
 

 

 
 
 

Figure 1 「小児保健研究」における発達検査の出現件数 
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年 法律・政策
1939 乳幼児一斉健康診断
1948 児童福祉法 施行
1961 ３歳児健康診査
1966 母子保健法　施行
1977 １歳６か月児健康診査

Table 1 「小児保健研究」誌におけ
る出現回数が10回以上の発達検査 



Table 2 発達検査関連の法律と制度 

Figure1 より，雑誌「小児保健研究」における第１の発達検査のピークは 1960 年前後と考えら
れる。この時期に雑誌に出現した主な発達検査は，「愛育研究所乳幼児精神発達検査（牛島式）」
（1939），ゲゼルの「発達診断」（1941）であった。これらの発達検査は，第二次世界大戦前に
発表された検査だったが，1961 年に３歳児健康診査が開始されたことで多く使用されるように
なったと考えられる。 
第２の発達検査のピークは，1980 年前後である。この時期に雑誌に出現した主な発達検査は，

「日本版デンバー式発達スクリーニング検査」（1980），「MCC ベビーテスト」（1967），「新版 K
式発達検査」(1980)であった。これらの発達検査は，1977 年に 1 歳 6 か月児健康診査が開始さ
れたことで使用されるようになった検査や，健康診査で使用するために開発された検査である
と考えられる。 
なお，Table1 にある他の発達検査のなかで，「乳幼児精神発達診断法」(1961/1965)は，出版後

すぐの 1960 年代～1980 年代まで幅広く使用されていた。この検査は，他の発達検査とは実施
法や項目が異なっているため，代替となる検査が存在しなかった可能性がある。 
以上により，発達検査の普及には，1961 年の 3 歳児健康診査，1977 年の 1 歳６か月健康診

査の施行による社会制度が大きく貢献したと考えられる。 
(3) 発達検査の用具・手引き等の資料収集 
入手可能な発達検査セット，手引き等の資料を国内外から収集し，整理を行った。入手した資

料は以下である（発売年不明のものも含む）。 
①愛育研究所 乳幼児精神発達検査の関係資料 
・牛島義友・木田市治・森脇要・入澤壽夫(1939). 乳幼児精神発達検査 愛育研究所紀要教養部
第一輯,1-178. 
・恩賜財団愛育会愛育研究所編(1942). 乳幼児精神発達検査略説, 目黒書店 
・牛島義友・木田市治・森脇要・入澤壽夫(1949). 乳幼児精神発達検査 金子書房 
・愛育研究所案 乳幼児簡易検査用具，金子書房 
・愛育研究所編 乳幼児簡易検査手引，金子書房 
・愛育研究所 幼児総合精神検査用具，金子書房 
・牛島義友・星智子(1961). 幼児総合精神検査, 金子書房 
・牛島義友(1972). 知能判定検査 : 精神薄弱児判別のための検査, 金子書房 
②津守式乳幼児精神発達診断法の関係資料 
・津守真・稲毛教子（1961）．乳幼児精神発達診断法：0歳～3歳まで，大日本図書  
・津守真・磯部景子（1965）．乳幼児精神発達診断法：3歳～7歳まで，大日本図書 
③武政ビネー知能検査の関係資料 
・武政太郎・辰野千寿・岡本奎六(1959). 武政ビネー式知能検査法解説, 金子書房 
・武政太郎(1952). 武政・ビネー式知能檢査法, 世界社 
・武政ビネー式知能検査用紙 
④辰見ビネー知能検査法の関係資料 
・辰見敏夫(1981). 幼少研式辰見ビネー知能検査法, 日本文化科学社 
・幼少研式辰見ビネー知能検査用紙 
⑤K式発達検査の関係資料 
・生澤雅夫(編)(1989). 新版 K式発達検査法 : 発達検査の考え方と使い方(第 2版), ナカニシ
ヤ出版 
・新版 K 式発達検査研究会(編)(2001). 新版 K式発達検査法 2001 年版, ナカニシヤ出版 
・中瀬惇(2005). 新版 K式発達検査にもとづく発達研究の方法 : 操作的定義による発達測定, 
ナカニシヤ出版 
・京都市児童福祉史研究会編(1990). 京都市児童福祉百年史, 京都市児童福祉センター 
⑥MCC ベビーテストの関係資料 
・古賀行義(1967). MCC ベビーテスト, 同文書院 
・古賀式 MCC ベビーテスト（検査用具），竹井機器 
・MCC 乳幼児精神発達検査（記録用紙） 
⑦大脇式精薄児用知能検査器の関係資料 
・大脇義一 大脇式精薄児用知能検査器使用手引，三京房 

検査名 著者 出版年 出現回数
日本版デンバー式発達スクリーニング検査 上田礼子 1980 36

津守真・稲毛教子（0～3歳）
津守真・磯部景子（3～7歳）

MCCベビーテスト 古賀行義編 1967 22
新版K式発達検査 嶋津峯真・生澤雅夫・中瀬惇 1980 19
愛育研究所　乳幼児精神発達検査（牛島式） 牛島義友・木田市治・森脇要・入澤壽夫 1939 16
発達診断 Gesell & Amatruda 1941 15
乳幼児分析的発達検査法 遠城寺宗徳・合屋長英 1960 15
田中ビネー知能検査法 田中寛一 1947 15
鈴木ビネー式知能検査法 鈴木治太郎 1939 11

津守・稲毛式乳幼児精神発達診断法（津守式） 1961/1965 25



・大脇式精薄児用知能検査器，三京房 
・大脇式精薄児用知能検査記録票 
⑧K-ABC の関係資料 
・Alan S.Kaufman, Nadeen L. Kaufman(著), 松原達哉・藤田和弘・前川久男・石隈利紀(1993). 
K-ABC 心理・教育アセスメントバッテリー : 解釈マニュアル, 丸善メイツ 
・松原達哉・藤田和弘・前川久男・石隈利紀(1993). K・ABC 心理・教育アセスメントバッテリ
ー : 実施・採点マニュアル, 丸善メイツ 
・前川久男・石隈利紀・藤田和弘・松原達哉(1995). K-ABC アセスメントと指導 : 解釈の進め
方と指導の実際, 丸善メイツ 
・Alan S. Kaufman, Nadeen L. Kaufman(著), 日本版 KABC-II 製作委員会訳(編)(2013). 日本
版 KABC-II, 丸善 
⑨その他 
・遠城寺宗徳・合屋長英(1977).遠城寺式乳幼児分析的発達検査(九大小児科改訂版)，慶応通信． 
・Frostig, M.,飯鉢和子・鈴木陽子・茂木茂八(1977). フロスティッグ視知覚発達検査 : 実施
要領と採点法, 手引 日本文化科学社 
・日本幼稚園協會(編)(1937).幼兒發達檢査, フレーベル館 
・Gesell,A. & Amatruda, C.S.(著),新井清三郎・佐野保共(訳)(1958).発達診断学 : 小児の正
常発達と異常発達，日本小児医事出版社 
・Buhler, C. & Hetzer, H.(1953). Kleinkindertests : Entwicklungstests vom 1. bis 6. 
Lebensjahr. Springer(1977) 
 以上のうち，①については，2018 年日本心理学会にて「愛育研究所における乳幼児精神発達
検査の発展」としてまとめ以下の報告を行った。愛育研究所は，1934（昭和 9）年に御下賜金で
設立された 恩賜財団母子愛育会を母体とする。愛育調査委員会が発展し，1938（昭和 13）年に
児童及び母性の養護，教育に関する総合的研究のため愛育研究所が開設された。牛島義友（1906-
1999）は発達心理学，教育心理学，障害児教育を専門とする心理学者である。乳幼児精神発達検
査は，1939（昭和 14）年，愛育研究所紀要教養部第一輯「乳幼児の精神発達」に牛島義友，木田
市治，森脇要，入澤壽夫共著で報告された。検査は，「本邦乳幼児精神発達の状況を診断する為
に，その基準となるべき標準尺度を制定すること」を目的としていた。項目は，4 歳児系列まで
はビューラーらによる 1932 年の小児検査を，5 歳児系列以降は，鈴木治太郎の実際的個別的知
能測定法昭和 11 年修正増補版，淡路・牛島・吉田の乳児発達検査，コースの立方体検査，ヤン
グの迷路検査，ノックスの立方体検査，ディアボーンの形態板検査を原案としていた。1942（昭
和 17）年，恩賜財団愛育会愛育研究所編『乳幼児精神発達検査略説』が目黒書店より出版され
た。精神薄弱児や言語障害児の診断が可能とされ，臨床診断の用途が示され，保母や母親の実施，
国民学校入学予定 児童を対象にした精神薄弱児の選別目的の実施が推薦された。1949（昭和 24）
年，金子書房より出版された『乳幼児精神発達検査』では母親による測定が強調された。牛島ら
による乳幼児精神発達検査は，開発当初は日本の乳幼児の精神発達状況調査が目的だったが，版
を重ねるに伴い精神薄弱児の選定や母親による 育児の科学化の手段として推奨された。発達検
査の普及に伴い，検査実施目的や実施者の拡大がみられたことが特徴といえる。 
以上の成果を含めたデジタルアーカイブを，インターネット上で公開する準備を行っている。

ただし，発達検査にかかわる情報の公開には，心理臨床に関する倫理的な課題があるため，公開
は部分的になる予定である。 
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